
!
心房粗動中、Mode	 switchが作動せずUpper	 rate130[ppm]が持続した症例	 !
JCHO九州病院　臨床工学室	 
養父	 絵美	 !!
1）　患者背景　：　60代女性。	 !
2）　適応経緯　：　1996年、Pafに対しAVN	 ablation+PMIを施行。	 !
3）　デバイス情報　：　	 
	 PM本体：BIOTRONIK社製	 Epyra	 8	 DR-T 
	 心房リード：BIOTRONIK社製	 Solia	 S	 ／心室リード：BIOTRONIK社製	 Solia	 S	 !
4）　フォロー経過	 

設定は次頁の通り。デバイスイントロゲーション直後の心内心電図はレート約
275[bpm]の心房粗動が持続している状態であったが、Mode	 switchが作動せず心
室側はUpper	 rate130[ppm]で4拍ペーシング後に1拍抜けるといった4拍ループの
ウェンケバッハ様作動が繰り返されていた。他の設定は変更せず、モードのみ
をDDDに変更したところ、即座にモードスイッチが作動しDDIR作動となった。再
度DDD-CLSに設定を戻すと、4拍ペーシング後に1拍抜けるウェンケバッハ様作動
を繰り返し、現象に再現性が確認された。自覚症状は無く、持続時間は不明。	 !

5）　その他特記事項	 
	 特になし	 !
6）　論点	 

・なぜイントロゲーション直後の設定ではMode	 switchが作動せずウェンケバッ
ハ様作動となったのか。	 
・本現象は、持続した場合でもイベント記録としては残らないが、どのように
早期発見・対処するべきか。	 !!!
【EGM	 -	 イントロゲーション直後】	 



【設定	 -	 イントロゲーション直後】	 !
　　	 !!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

	  



 


